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大規模沖合養殖システム実用化研究 
 

プラットフォーム名 ： Society5.0 におけるファームコンプレックス 

コンソーシアム名 ： 大規模沖合養殖システム実用化コンソーシアム 
研究代表機関名 ： 日鉄エンジニアリング株式会社 

 

背景とねらい： 

 世界人口の増加により、水産物の消費量は増加を続けている。1980年代から天然魚の漁

獲量が限界を迎えた中、近年の水産物の消費量の増加を養殖で賄ってきたが、沿岸部海域

の漁場は飽和状態となっている。そのため、生産量をさらに増大させる為の方策として沖

合域での養殖が期待される。また、養殖による環境汚染や養殖生産者の人手不足の問題も

懸念され、これらについても対策が必要である。 

 そこで、民間企業連携の研究によって、沖合域での養殖に対応可能な、大型生簀および

自動給餌の基礎技術を 2017年度に開発した。 

 本研究においては、これらのハードウェアの実用性をさらに高め、最適な飼育を可能に

する生産管理システムと養殖漁場の環境影響評価モデルを開発しソフト面を拡充した。こ

れらの組み合わせにより、従来養殖が行えなかった新海域（沖合域）で、大規模化と省力

化を同時に実現させ生産性を格段に高めつつ、環境への負荷がほとんどない大規模沖合養

殖システムの実用化に取り組んだ。 

 

成果の概要：  

① システムの構成 

 養殖生産の可視化～最適化～自動化を実現する「生産管理システム」 

 大型浮沈式生簀を中核とする生産規模と生産性を高める「大型生簀システム」 

 海底配管等により、沖合の生簀へ直接給餌する「自動給餌システム」 

 養殖に係る環境への影響をモニタリングする「環境影響評価モデル」 

 
② 主な研究成果 
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商品化と社会実装の構想： 

 生産管理・大型生簀・自動給餌の 3つのシステムは、単体での導入も可能だが、より高

い効果を提供するため「大規模沖合養殖システム」としてのパッケージ販売を前提とし、

社会実装を図る。 

 パッケージ販売による社会実装を行うことで、各システムが有機的に連携し、以下の価

値の提供に貢献する。 
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お問い合わせ先  
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